
04

10

実り多い産業と、人々の集うまちづくり

個性輝く人々が育ち、活躍するまちづくり

02

06

11

予算の概要

環境にやさしく、安心して健やかに暮らせるまちづくり

将来像実現に向けた取り組み

CONTENTS

平成26年度笛吹市当初予算み
ん
な
で
奏
で
る

　

〝
に
ぎ
わ
い・や
す
ら
ぎ
・
き
ら
め
き
〞の
ハ
ー
モ
ニ
ー



平
成
26
年
度
は
、
市
が
誕
生
し
て
か
ら
10
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

昨
年
度
策
定
し
た
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
に
則
り
、
将
来
像
実
現
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
で
奏
で
る〝
に
ぎ
わ
い・や
す
ら
ぎ・き
ら
め
き
〞の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
目
指
し
て

平
成
26
年
度 

当
初
予
算

　
平
成
26
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
は
、
25
年
度
に
お
い
て
策
定
し

た
「
笛
吹
市
総
合
計
画
の
後
期
基

本
計
画
」
に
掲
げ
た
25
の
施
策
を

着
実
か
つ
確
実
に
実
行
し
、
将
来

像
実
現
に
向
け
、
事
業
の
有
効
性

も
見
極
め
る
中
で
予
算
配
分
を
行

い
ま
し
た
。

　
市
の
当
初
予
算
の
特
徴
と
し
て

は
、
引
き
続
き
新
市
の
基
盤
整
備

を
図
る
中
で
、
砂
原
橋
架
替
事
業

及
び
石
和
温
泉
駅
周
辺
整
備
事
業

な
ど
の
大
型
建
設
事
業
の
早
期
完

了
を
目
指
す
こ
と
か
ら
、
前
年
度

に
引
き
続
き
、
普
通
建
設
事
業
費

が
予
算
に
占
め
る
構
成
比
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
生
命
財
産
を
守

る
た
め
の
公
共
施
設
や
通
学
路
の

安
全
対
策
、
防
災
対
策
に
も
引
き

続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
が
今
年
で
合
併
10

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
祝
う
記
念
事
業
や
男
女
共
同
参

画
の
推
進
、
さ
ら
に
『
花
い
っ
ぱ

い
の
街
づ
く
り
』
を
市
民
の
皆
さ

ん
と
協
働
で
推
進
す
る
な
ど
ソ
フ

ト
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
次
に
産
業
振
興
対
策
に
お
い
て

は
、「
桃
源
郷
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

し
て
、
春
の
お
祭
り
を
刷
新
す
る

な
ど
の
観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。

ま
た
多
様
な
担
い
手
を
確
保
す
る

こ
と
を
主
眼
に
置
い
た
な
か
で
農

業
振
興
諸
施
策
も
積
極
的
に
展
開

し
ま
す
。

　
次
に
福
祉
、
保
健
面
で
は
、
子

育
て
支
援
と
し
て
の
子
ど
も
す
こ

や
か
医
療
費
助
成
や
、
医
療
費
抑

制
の
観
点
か
ら
の
予
防
接
種
、
検

診
へ
の
助
成
な
ど
に
引
き
続
き
取

り
組
む
と
共
に
、
今
後
の
方
向
性

を
示
す
各
種
計
画
の
見
直
し
を
進

め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
教
育
・
文
化
面
に
お

い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
石
和
中
学
校
お
よ
び
芦
川

小
学
校
の
校
舎
や
屋
内
運
動
場
の

改
築
並
び
に
、
小
中
学
校
施
設
の

改
修
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
る
と

と
も
に
、
全
国
高
校
総
体
や
俳
句

会
な
ど
の
事
業
に
お
い
て
も
重
点

配
分
し
ま
し
た
。

▼
歳
入

　地
方
交
付
税
が
94
億
３

８
０
０
万
円
で
、
前
年
比
2
・

2
%
の
増
、
歳
入
全
体
の
26
・

7
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
　
つ
い
で
市
税
が
83
億
６
９
６

４
万
円
で
、
1
・
3
%
の
減
、

歳
入
の
23
・
7
%
と
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
い
で
、
市
債
が
、
66

億
8
8
0
0
万
円
で
、
増
減
率

は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
税
、
分
担
金
及
び
負

担
金
な
ど
の
自
主
財
源
は
前
年

比
で
4
・
0
%
の
増
、
全
体
の

31
・
8
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
歳
出
　
民
生
費
が
全
体
の
30
・

2
％
で
、
昨
年
度
か
ら
8
・
1

％
増
の
1
0
6
億
8
3
8
7
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
い
で
、

土
木
費
が
20
・
5
％
で
、
昨
年

度
か
ら
6
・
8
％
増
の
72
億
４

７
０
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内

　
　
　訳

内
訳

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

特別会計

企業会計

水道事業

春日居地区温泉給湯事業

介護サービス特別会計

後期高齢者医療特別会計

公共下水道特別会計

農業集落排水特別会計

簡易水道特別会計

財産区

特別会計・企業会計予算

会計名称 26年度
当初予算額

当初増減
割合

187億9,664万円

88億4,049万円

56億2,353万円

1,686万円

13億2,618万円

28億8,269万円

4,717万円

1,392万円

4,580万円

36億2,887万円

35億5,726万円

7,161万円

1.4%

2.6%

5.8%

1.8%

△1.1%

△8.2%

0.0%

△22.8%

6.0%

△25.6%

△25.9%

△4.0%

目的別予算歳出概要 歳出

性質別経費の内訳

福祉・教育・商工など、どのような目的でお金
を使うのか。  

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

2億2,585万円
34億3,980万円
106億8,387万円
25億7,354万円

1,804万円
13億164万円
3億2,012万円
72億4,703万円
14億5,520万円
31億3,891万円

5万円
49億664万円
1,231万円
3,000万円

Δ3.4
Δ10.6
8.1

Δ20.1
42.3
Δ9.4
Δ7.6
6.8
13.5
13.5
0.0
14.4
31.8
0.0

款名称 26年度予算 当初増減
割合

人件費、建設費、借金返済など、どのような経
費にお金を使うのか。

国が、全国どの市町村に住んでも一定水準の行政サービスが受けられるよう、自治体の財政規模など一定基準により、交付するもの
市民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、都市計画税など
市が、学校や庁舎などの公共施設の整備に充てるために国や金融機関などから調達する借入金
国が、市と共同で行う事業について、予め負担割合を定めて支出するもの
一般会計、特別会計および基金の間で、相互に資金運用をするもの
市の行う事業により利益を受ける方から、その受益を限度として徴収するもの。保育園の保育料など
福祉、医療、保育など
市債の元金・利子や一時借入金の利子を支払うための経費
庁舎管理、戸籍事務、選挙費用など
健診、予防接種、ゴミ処理など
職員などに対する給与、報酬
人件費、扶助費、補助金等以外の消費的性質の経費
社会福祉や老人・児童福祉など安定した社会生活の保障に要する経費
各種団体に対する負担金・補助金および交付金等の経費
道路、橋りょうなどの建設事業の経費で、国から補助を受けて実施する事業に要する経費
道路、橋りょうなどの建設事業に要する経費で、国から補助を受けることなく独自の財源で任意に実施する事業に要する経費
災害によって被害を受けた施設などを原形に復旧するための事業に要する経費
一般会計から特別会計へ基準に基づき支出するもの

歳　　入

歳

　
　出

その他

地方交付税
市税
市債
国庫支出金
繰入金
分担金及び負担金
民生費
公債費
総務費
衛生費
人件費
物件費
扶助費
補助費
普通建設（補助事業）
普通建設（単独事業）
災害復旧費
繰出金

目的別

消費的経費

投資的経費

用　　語 説　　　　　明

 

平
成
26
年
度 
一般
会
計
予
算
構
成

歳入
その他
16億4,829万円、4.6%
（－484万円、－0.3%）

市　税
83億6,964万円、23.7%
（－1億987万円、
  －1.3%）

市　債
66億8,800万円、18.9%
（+70万円、0.0%）

分担金及び負担金
9億8,135万円、2.8%
（+1億2,051万円、+14.0%）

繰入金
13億7,338万円、3.9%
（+3億7,258万円、＋37.2%）

県支出金
21億7,163万円、6.1%
（+1億738万円、＋5.2%）

国庫支出金
46億8,271万円、13.3%
（+5億2,254万円、+12.6%）

地方交付税
94億3,800万円、26.7%
（＋2億500万円、＋2.2%）

歳入総額
353億5,300万円

歳出総額
353億5,300万円

民生費
106億8,387万円、30.2%
（+8億430万円、＋8.1%）

総務費
34億3,980万円、9.7%
（－4億832万円、－10.6%）

教育費
31億3,891万円、8.9%
（＋3億7,428万円、+13.5%）

その他
6億637万円、1.7%
（－2,573万円、－4.1%）

農林水産業費
13億164万円、3.7%
（－1億3,488万円、－9.4%）消防費

14億5,520万円、4.1%
（＋1億7,286万円、＋13.5%）

衛生費
25億7,354万円、7.3%
（－6億4,716万円、
  －20.1%）

公債費
49億664万円、13.9%
（+6億1,676万円、+14.4%）

土木費
72億4,703万円、20.5%
（+4億6,190万円、+6.8%）

消費的経費　51.3％
181億4,495万円
投資的経費　21.5％
76億1,837万円
その他 27.2％
95億8,968万円

物件費
 46億3,082万円、13.1%
（＋1億1,257万円、＋2.5%）

扶助費 
57億1,286万円、16.1%
（＋2億2,962万円、＋4.2%）

補助費 
32億9,006万円、9.3%
（＋6億7,555万円、+25.8%）

その他 
4億7,544万円 、1.4%
（－8億968万円、－63.0%）

人件費 
45億1,121万円、12.8%
（－105万円、0.0%）

普通建設　単独 
42億7,106万円、12.1%
（+1,417万円、＋0.3%）

普通建設　補助 
33億4,726万円、9.4%
（＋3億5,039万円、+11.7%）

繰出金 
42億760万円、11.9%
（+2,566万円、+0.6%）

公債費 
49億664万円、13.9%
（+6億1,676万円、+14.4%）

災害復旧費 
5万円、0.0%
（±0円、0.0%）

消費的
経費 

投資的
経費

その他

※（　）内の数値は対前年度増減
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観
光
宣
伝
事
業
【
笛
吹
市
の
観
光
資

源
を
広
く
宣
伝
】（
観
光
商
工
課
）

2
4
0
6
万
円

　笛
吹
市
の
資
源
を
広
く
宣
伝
し
、
本

市
の
経
済
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
市
内
で
行
う
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制

作
お
よ
び
配
布
、
各
種
広
報
媒
体
を
利

用
し
て
の
宣
伝
活
動
、
電
車
お
よ
び
高

速
バ
ス
の
車
内
へ
の
広
告
掲
載
お
よ
び

車
内
放
送
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
観
光

市
場
動
向
ギ
ャ
ッ
プ
調
査
を
行
い
、
笛

吹
市
の
観
光
の
強
み
と
弱
点
を
分
析

し
、
観
光
客
増
加
の
た
め
の
宣
伝
方
法

と
取
り
組
み
方
法
を
考
え
て
い
き
ま

す
。
調
査
結
果
を
基
に
笛
吹
市
観
光
活

性
化
の
た
め
の
協
議
会
等
を
官
民
共
同

で
立
ち
上
げ
、
研
究
会
を
開
催
し
ま
す
。

観
光
総
務
事
業【
観
光
施
設
の
管
理
・

観
光
団
体
の
補
助
】（
観
光
商
工
課
）

6
1
8
6
万
円

　観
光
施
設
の
電
気
料
等
維
持
管
理

費
、
看
板
用
地
借
地
料
、
観
光
団
体
へ

の
補
助
金
お
よ
び
負
担
金
の
支
払
い
や

観
光
施
設
整
備
基
金
へ
の
積
み
立
て
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
大
蔵
経
寺
山
と
兜
山
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
利
用
し
て
実

施
さ
れ
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
を
観
光
物
産

連
盟
が
後
援
し
、
運
営
に
協
力
し
ま
す
。

　平
成
26
年
に
4
都
県
（
東
京
都
、
神

奈
川
県
、
千
葉
県
、
山
梨
県
）
で
開
催

さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

の
自
転
車
競
技
を
実
施
し
ま
す
。
8
月

6
日
か
ら
8
日
ま
で
の
3
日
間
、
境
川

自
転
車
競
技
場
で
ト
ラ
ッ
ク
・
レ
ー
ス

を
開
催
し
、
8
月
9
日
に
八
代
町
と
境
川

町
の
特
設
周
回
コ
ー
ス
12
・
6
㎞
を
8
周

回
す
る
ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
支
援
事
業
【
新
た
な
農

業
の
担
い
手
の
確
保
】（
農
林
振
興
課
）

1
4
8
0
万
円

　30
歳
未
満
の
新
規
就
農
農
業
後
継
者

（
専
従
者
）
に
1
世
帯
あ
た
り
月
額
３

万
円
を
最
大
5
年
間
交
付
し
ま
す
。
45

歳
未
満
の
新
規
就
農
に
よ
る
経
営
者

で
、
I
タ
ー
ン
の
場
合
は
1
世
帯
あ
た

り
年
額
1
0
0
万
円
、
U
タ
ー
ン
の
場

合
は
1
世
帯
あ
た
り
年
額
50
万
円
を
2

年
間
交
付
し
ま
す
。

定
年
就
農
推
進
事
業
【
農
地
利
用
の

促
進
と
新
た
な
担
い
手
確
保
】

（
農
林
振
興
課
）
4
6
0
万
円

　市
内
の
遊
休
農
地
を
整
備
し
、
都
市

部
に
在
住
す
る
定
年
退
職
者
等
を
対
象

に
野
菜
圃
場
を
貸
し
出
し
ま
す
。
圃
場

に
お
い
て
管
理
人
が
技
術
指
導
し
ま

す
。（
平
成
26
年
12
月
稼
働
予
定
）

地
域
農
業
振
興
事
業
【
農
地
利
用
の

促
進
】（
農
林
振
興
課
）
7
1
7
万
円

　遊
休
荒
廃
農
地
の
復
元
整
備
を
行

い
、
農
用
地
の
確
保
に
努
め
農
業
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。
農
業
用
機
械
等
購

入
補
助
金
：
認
定
農
業
者
、
新
規
就
農

者
等
に
対
し
、
作
業
の
軽
減
お
よ
び
機

械
化
を
推
進
支
援
す
る
た
め
、
購
入
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。【
平
成
26
年

度
新
設
事
業
】

農
産
物
等
消
費
拡
大
宣
伝
事
業
【
農
産

物
の
販
路
拡
大
支
援
】（
農
林
振
興
課
）

3
9
0
万
円

　桃
・
ぶ
ど
う
を
主
と
す
る
果
樹
お
よ

び
市
内
産
農
畜
産
水
産
物
そ
の
加
工
品

等
に
つ
い
て
国
内
外
で
消
費
宣
伝
事
業

を
行
い
、
笛
吹
市
の
知
名
度
向
上
と
市

産
農
産
物
等
の
販
売
促
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

道
路
維
持
管
理
事
業
【
地
区
要
望
に

よ
る
道
路
の
改
修
等
】【
道
路
・
橋

梁
等
の
長
寿
命
化
】（
土
木
課
）

5
億
3
1
4
3
万
円

　市
道
の
維
持
管
理
お
よ
び
地
区
要
望

に
よ
る
市
道
の
改
良
工
事
等
を
行
い
ま

す
。
特
に
、
平
成
25
年
度
か
ら
国
の
補

助
事
業
と
し
て
橋
梁
・
道
路
施
設
の
長

寿
命
化
が
対
象
と
な
り
、
改
修
工
事
、

実
施
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
平
成
26
年
度
は
引
き
続
き
道
路
ス

ト
ッ
ク
・
橋
梁
の
点
検
を
行
い
、
修
繕
等

に
よ
る
施
設
の
長
寿
命
化
を
行
い
ま
す
。

砂
原
橋
架
替
及
び
周
辺
道
路
整
備
事
業

【
幹
線
道
路
網
の
整
備
】（
土
木
課
）

6
億
9
5
8
5
万
円

　幹線
道
路
と
し
て
、
石
和
町
砂
原
地

区
と
八
代
町
増
利
地
区
を
結
ぶ
老
朽
化

し
た
既
存
の
砂
原
橋
の
架
け
替
え
を
行

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
、
引
き
続
き

上
部
工
架
設
工
事
、
床
版
工
事
を
行
い
、

併
せ
て
用
地
買
収
、
一
部
取
付
道
路
工

事
を
行
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
I
C
周
辺
道
路
整
備
事
業

【
幹
線
道
路
網
の
整
備
】（
土
木
課
）

1
億
5
5
9
4
万
円

　中
央
自
動
車
道
の
八
代
町
南
区
内
に

ス
マ
ー
ト
I
C
が
設
置
す
る
こ
と
に
伴

い
、
周
辺
道
路
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
実
施
設
計
、
用
地
買

収
を
終
了
し
、
一
部
道
路
改
良
工
事
に

着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
整
備
の
た
め
、

中
日
本
高
速
道
路
㈱
等
の
関
係
機
関
と

の
協
議
、
調
整
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　本
市
の
玄
関
口
と
し
て
美
し
い
ま
ち

な
み
の
形
成
と
交
通
拠
点
機
能
の
強

化
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
導
入
、

駅
北
側
の
土
地
の
有
効
利
用
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
石
和
温
泉
駅
北
側

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
平
成
26
年
度

は
、
南
北
自
由
通
路
・
駅
舎
建
替
、
北

口
駅
前
広
場
の
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
【
笛
吹
市
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
】（
観
光
商
工
課
）

8
5
4
7
万
円

　年間
を
通
し
て
、
多
く
の
観
光
客
が

誘
客
で
き
る
よ
う
、
桃
源
郷
春
ま
つ
り

や
笛
吹
川
石
和
鵜
飼
、
甲
斐
一
宮
大
文

字
焼
き
、
花
火
大
会
、
ぶ
ど
う
エ
キ
ス

ポ
、
ハ
ウ
ス
桃
園
の
花
見
等
各
種
観
光

関
連
団
体
と
連
携
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
と

P
R
活
動
を
行
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
事
業
【
煌
め
く
青
春

　南関

東
大
会
2
0
1
4
】（
生
涯
学
習
課
）

2
5
3
5
万
円

石
和
温
泉
駅
周
辺
整
備
事
業
【
市
の

玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
顔
づ
く
り
】

（
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
）

19
億
3
5
6
0
万
円

実
り
多
い
産
業
と
、

人
々
の
集
う
ま
ち
づ
く
り

　
美
し
い
地
域
環
境
と
有
利
な
位
置
条
件
を
活
か
し
、
人
や
も
の
、
情
報
等
の
交

流
を
促
進
し
、
こ
こ
に
住
み
、
働
き
、
集
う
と
い
っ
た
市
民
生
活
の
活
気
と
地
域

の
経
済
力
を
高
め
、
来
訪
者
と
と
も
に
市
民
の
夢
や
価
値
が
創
り
出
せ
る
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す
。

桃
・
ぶ
ど
う
日
本
一
を
誇
れ
る
魅

力
的
で
安
定
的
な
農
林
業
づ
く
り

人
が
行
き
交
う
道
路
・
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

機
能
的
で
魅
力
あ
る
市
街
地

づ
く
り

も
て
な
し
の
心
が
あ
ふ
れ
る

観
光
地
づ
く
り
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消
防
施
設
整
備
事
業
【
消
防
防
災
施

設
の
設
置
・
管
理
】（
総
務
課
）

9
6
6
8
万
円

　
消
防
防
災
活
動
を
よ
り
効
果
的
に
行

う
た
め
の
消
防
施
設
と
し
て
消
火
栓
・

防
火
水
槽
の
設
置
や
消
防
車
両
の
配

備
、
詰
所
の
建
設
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。
平

成
26
年
度
は
詰
所
2
棟
の
設
計
と
消
防

車
両
4
台
の
更
新
を
し
ま
す
。

救
急
隊
研
修
事
務
【
救
急
隊
員
の
養

成
】（
消
防
本
部
消
防
課
）
3
3
3
万
円

　
救
急
車
に
は
常
時
救
急
救
命
士
が
搭

乗
し
、
救
急
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
救
急
救
命
士
の
資
格
・
技
術
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
定
期
的
な
研
修
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
種
研
修
等

に
積
極
的
に
参
加
し
、
技
術
の
維
持
・

向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
通
信
指
令

室
で
の
口
頭
指
導
の
充
実
な
ど
、
効
果

的
な
運
用
を
行
う
た
め
に
、
計
画
的
に

救
急
救
命
士
を
養
成
し
、
市
民
が
安

心
・
安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
等
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
活
用
し
、
防
火
意
識
と
防
火
対
策
の

必
要
性
に
つ
い
て
市
民
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
で
、
火
災
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
、

住
宅
防
火
対
策
上
極
め
て
重
要
な
こ
と

か
ら
、
関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
総
力
を
結
集
し
、
設
置
を
徹
底
し
て

い
く
と
と
も
に
、
設
置
さ
れ
た
警
報
器

を
点
検
す
る
よ
う
推
奨
す
る
な
ど
、
継

続
的
な
維
持
管
理
を
働
き
か
け
、
市
民

の
生
命
、
身
体
、
財
産
の
安
全
・
安
心

を
図
り
ま
す
。

公
営
住
宅
維
持
管
理
事
業
【
入
居
者
管

理
と
施
設
維
持
整
備
】（
管
理
総
務
課
）

9
9
1
7
万
円

　
住
宅
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、

低
廉
な
家
賃
で
快
適

な
生
活
環
境
を
提
供

す
る
た
め
に
、
既
存

公
営
住
宅
等
の
ス
ト

ッ
ク
に
つ
い
て
長
寿

命
化
に
資
す
る
た
め

の
維
持
管
理
・
改
善

等
を
効
率
的
に
進
め

ま
す
。
平
成
26
年
度

は
芦
川
若
者
定
住
促

進
住
宅
・
八
代
村
上

団
地
2
号
棟
等
の
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。

第
1
次
拡
張
事
業
【
御
坂
及
び
境
川
関

連
送
・
配
水
管
整
備
事
業
】（
水
道
課
）

4
億
2
2
3
6
万
円

　
御
坂
関
連
送
・
配
水
管
整
備
事
業
に

お
い
て
は
、
下
野
原
配
水
場
か
ら
石
和

地
区
へ
の
送
・
配
水
管
の
布
設
工
事
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
境
川
関
連
送
・
配

水
管
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
砂
原
橋

取
付
け
道
路
に
送
・
配
水
管
の
布
設
を

行
い
ま
す
。

備
蓄
品
整
備
事
業
【
災
害
被
災
者
の

た
め
の
備
蓄
】（
総
務
課
）4
4
8
万
円

　
災
害
に
よ
る
被
災
者
へ
の
必
要
と
な

る
物
資
の
備
蓄
を
行
い
ま
す
。
食
糧
、

非
常
用
ト
イ
レ
、
毛
布
、
タ
オ
ル
、
オ
ム

ツ
、
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
を
備
蓄
し
ま
す
。
ま

た
、
各
家
庭
で
の
備
蓄
を
推
進
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
活
動
支
援
事
業
【
各

地
区
で
の
共
助
体
制
推
進
】（
総
務
課
）

6
1
2
万
円

　
大
規
模
災
害
時
の
自
助
・
共
助
の
重

要
性
を
啓
発
し
、
自
主
防
災
マ
ッ
プ
の

作
成
支
援
な
ど
平
常
時
か
ら
地
域
の
組

織
づ
く
り
や
平
常
時
の
地
区
活
動
の
支

援
や
地
区
防
災
設
備
費
の
補
助
な
ど
を

行
い
ま
す
。

耐
震
診
断
事
業
・
耐
震
化
支
援
事
業

【
特
定
建
築
物
、
個
人
住
宅
の
耐
震

診
断
・
改
修
・
建
替
】（
ま
ち
づ
く

り
整
備
課
）
2
6
4
6
万
円

　
東
海
沖
地
震
の
発
生
時
に
お
け
る
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
昭
和
56
年
5

月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
個
人
住

宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、
木
造
個

人
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
行
っ
て
お

り
、
耐
震
診
断
で
総
合
採
点
１
・
０
未
満

と
判
定
さ
れ
た
個
人
住
宅
に
は
、
耐
震
支

援
（
改
修
・
建
替
）
事
業
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促

進
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
不
特
定

多
数
の
者
が
利
用
す
る
大
規
模
な
建
築
物

に
つ
い
て
、
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、

耐
震
診
断
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

火
災
予
防
啓
発
事
務
【
火
災
を
未
然

に
防
げ
！
】（
消
防
本
部
予
防
課
）

77
万
円

環
境
に
や
さ
し
く
、安
心
し
て

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　豊
か
な
自
然
を
守
り
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
」、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
自
分
ら
し
い
生
活
を
地
域
で
営
む
こ

と
が
で
き
る
「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
と
し
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
安
全
・
安
心
で
、
快
適
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

快
適
で
暮
ら
し
や
す
い

生
活
環
境
づ
く
り

災
害
に
強
い
安
全
な

備
え
づ
く
り

命
を
守
り
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
し
く
み
づ
く
り
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二
次
的
健
診
相
談
事
業
【
乳
幼
児
健

診
後
の
支
援
の
た
め
の
相
談
事
業
】

（
健
康
づ
く
り
課
）
1
6
3
万
円

　
母
子
保
健
法
で
定
め
ら
れ
た
1
歳
6

カ
月
・
3
歳
の
健
康
診
査
以
外
に
、
4

カ
月
・
10
カ
月
・
5
歳
で
も
健
康
診
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
2
歳
で

歯
科
検
診
を
行
い
、
心
身
の
発
育
・
発

達
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
必
要
な
お
子
さ
ん
に
は
、
二
次
的

な
健
診
、
個
別
ま
た
は
集
団
の
教
室
な

ど
の
相
談
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
心
配
な
こ

と
も
変
わ
っ
て
く
る
た
め
、
保
育
所

（
園
）・
幼
稚
園
・
学
校
と
も
連
携
を
図

り
、
そ
の
子
ど
も
に
あ
っ
た
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
す
こ
や
か
医
療
費
助
成
金
支

給
事
業
【
子
育
て
家
庭
の
医
療
費
支

援
】（
児
童
課
）
3
億
4
9
4
7
万
円

　
子
ど
も
の
健
康
増
進
と
疾
病
の
早
期

発
見
お
よ
び
早
期
治
療
を
促
進
す
る
と

と
も
に
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
中
学
3
年
生
（
15

歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31

日
）
ま
で
の
児
童
の
保
険
診
療
に
係
る

一
部
負
担
金
を
助
成
し
て
子
ど
も
の
す

こ
や
か
な
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

笛
吹
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
6
期

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
事
業
【
健

康
で
自
立
し
た
生
活
と
包
括
的
な
支

援
に
む
け
た
計
画
策
定
】

（
介
護
保
険
課
）
4
1
3
万
円

　
高
齢
者
が
元
気
に
活
躍
す
る
ま
ち
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま

ち
、
高
齢
者
が
互
い
に
支
え
合
う
ま
ち

の
将
来
像
を
見
据
え
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
の
生
活
を
支
え
る
地
域
に
根
ざ
し

た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

し
、「
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
」
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
高
齢
者
に
か
か
る
福
祉

施
策
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成

27
年
度
か
ら
29
年
度
）
を
策
定
し
ま
す
。

介
護
保
険
給
付
適
正
化
事
業
【
適
正

な
サ
ー
ビ
ス
受
給
の
確
認
を
し
健
全

な
運
営
を
目
指
す
】（
介
護
保
険
課
）

4
8
5
万
円

　
不
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い

な
い
か
検
証
し
、
良
質
な
事
業
展
開
を

す
る
上
で
の
必
要
な
情
報
提
供
を
行

い
、
利
用
者
に
と
っ
て
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
り

ま
す
。
適
正
化
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
の
立
て
た
プ

ラ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
が
受
給
さ
れ
た
方
に

と
っ
て
適
切
で
あ
る
か
、
保
険
者
と
し

て
よ
り
細
か
く
確
認
し
適
正
な
介
護
保
険

事
業
の
運
営
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

障
害
者
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付
事

業
、
障
害
児
通
所
給
付
事
業
【
自
立

を
支
援
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
】

（
福
祉
総
務
課
）

8
億
9
0
2
0
万
円

　
障
害
者
総
合
支
援
法
お
よ
び
児
童
福

祉
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

い
、
障
が
い
児
・
者
の
自
立
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
法
律
の
一
部
改
正
等
に

よ
り
、
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
体
系
、
サ
ー

ビ
ス
内
容
等
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
や
対
象
者
へ

の
周
知
と
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

公
共
下
水
道
整
備
事
業
【
き
れ
い
な
水

環
境
を
つ
く
る
】（
下
水
道
課
）

3
億
9
4
6
2
万
円

　
下
水
道
計
画
は
、
昭
和
52
年
に
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
「
峡
東
流
域
下
水
道

計
画
」
の
関
連
公
共
下
水
道
と
し
て
計

画
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
現
在

の
笛
吹
市
全
体
計
画
は
3
2
9
9
・
2

ha
、
事
業
認
可
面
積
は
2
5
1
2
・
８

ha
で
す
。
平
成
24
年
度
末
累
計
で
約
１

９
５
１
ha
の
整
備
を
完
了
し
、
普
及
率

は
58
・
9
％
で
す
。
現
計
画
に
お
け
る

完
了
年
次
は
平
成
32
年
度
を
予
定
と
し

て
い
ま
す
が
、
計
画
書
通
り
の
事
業
を

継
続
す
る
こ
と
は
財
政
的
に
厳
し
い
た

め
、
整
備
計
画
の
見
直
し
を
図
っ
て
い

ま
す
。

ご
み
減
量
化
推
進
事
業
【
市
民
自
ら

ご
み
を
減
量
す
る
取
り
組
み
】

（
環
境
推
進
課
）
3
1
2
万
円

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
活
系
可
燃
ご

み
の
減
量
に
よ
り
地
球
温
暖
化
防
止
等

の
環
境
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に

可
燃
ご
み
中
の
組
成
割
合
が
高
い
生
ご

み
の
資
源
化
推
進
の
た
め
、
家
庭
用
生

ご
み
処
理
機
等
の
購
入
者
へ
の
補
助
金

交
付
、
E
M
菌
を
使
っ
た
ボ
カ
シ
製
造

団
体
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
の
生
ご
み
堆

肥
化
モ
ニ
タ
ー
へ
の
材
料
配
布
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
可
燃
ご
み
53
％
減

量
達
成
の
た
め
、
各
地
区
へ
の
出
張
分

別
説
明
会
、
市
内
大
型
店
舗
等
で
の
店

頭
分
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
分
別
徹

底
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

【
花
の
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

（
市
民
活
動
支
援
課
）
8
9
1
万
円

　「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」

は
、
花
や
緑
で
よ
り
良
い
生
活
環
境
を

つ
く
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
発

展
さ
せ
、
生
き
生
き
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。
市
内
各
所
の
憩
い
の
場
、
公
園
、

公
共
施
設
や
道
路
河
川
沿
い
に
花
を
植

え
て
ま
ち
の
環
境
を
美
し
く
す
る
た

め
、
花
の
栽
培
・
管
理
育
成
を
行
お
う

と
す
る
地
区
、
住
民
自
治
組
織
お
よ
び

団
体
等
に
対
し
て
花
苗
・
種
子
等
を
配

布
し
ま
す
。
文
化
財
課
と
協
力
し
て
甲

斐
国
分
寺
跡
へ
花
の
植
栽
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
花
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果

と
情
報
を
伝
え
る
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
発
行
、
花
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
講
演
会
も
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
の
自
立
を

支
援
す
る
環
境
づ
く
り

憩
い
と
癒
し
の
空
間
づ
く
り

美
し
い
環
境
を
大
切
に
す
る

社
会
づ
く
り

安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気

で
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
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将
来
像
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み

市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
事
業
【
笛
吹
市

の
今
と
未
来
を
語
る
】（
経
営
企
画
課
）

　現在
の
市
の
課
題
や
事
業
へ
の
取
り

組
み
状
況
な
ど
の
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
・
グ

ル
ー
プ
の
抱
え
る
課
題
や
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
市
民
と
市
長
な
ど
が
直
接

意
見
交
換
を
行
い
、
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
市
民
に
開
か
れ
た
行
政
の
実

現
と
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
建
設
助
成

事
業
【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
施

設
整
備
補
助
】（
総
務
課
）

2
5
0
万
円

　各地
区
集
落
集
会
所
の
建
設
、
耐
震
、

下
水
道
接
続
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

▼
補
助
基
準

○
耐
震
補
助

　

 

1
地
区

　10
0
万
円

○
建
設
補
助

　

 

1
地
区

　50
0
万
円

○
下
水
道
接
続 

1
地
区

　
　
　
35
万
円

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
【
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
】

（
市
民
活
動
支
援
課
）
2
1
6
万
円

　男女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
を
設

置
し
、
委
員
会
の
活
動
を
支
援
し
な
が

ら
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
各

施
策
の
推
進
と
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
市
民
だ
れ
も
が
相
互
に
認
め
合
い
、

住
み
や
す
く
、
子
ど
も
た
ち
に
輝
く
未

来
を
託
す
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参

画
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
推
進
活
動

の
促
進
を
図
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
男
女
共
同

参
画
宣
言
都
市
」
を
表
明
し
、
宣
言
文

策
定
お
よ
び
記
念
式
典
開
催
の
実
現
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

出
前
学
習
会
事
業
【
学
習
会
へ
の
職

員
講
師
派
遣
】（
経
営
企
画
課
）

　市役
所
の
事
業
や
制
度
な
ど
か
ら
市

民
の
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と
、
市
職

員
が
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
な

ど
を
メ
ニ
ュ
ー
化
し
て
、
分
か
り
や
す

く
伝
え
ま
す
。

芦
川
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
改
築

事
業
【
安
全
で
安
心
な
学
校
づ
く

り
】（
教
育
総
務
課
）

2
億
5
0
9
4
万
円

　芦川
小
学
校
屋
内
運
動
場
は
、
新
耐

震
基
準
に
適
合
し
て
お
ら
ず
、
災
害
時

の
避
難
所
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
耐
震
改

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
屋
内

運
動
場
建
替
え
の
た
め
に
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
周
り
の
擁
壁
の
改
修
が
必
要
な
た

め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
と
併
せ
擁
壁
の

改
修
も
行
い
ま
す
。

石
和
中
学
校
校
舎
等
改
築
事
業

【
安
全
で
安
心
な
学
校
づ
く
り
】

（
教
育
総
務
課
）

6
億
8
3
3
3
万
円

　石和
中
学
校
北
館
校
舎
（
普
通
教
室

棟
）
お
よ
び
給
食
棟
は
老
朽
化
が
進
行

し
て
い
る
と
と
も
に
、
北
館
に
つ
い
て

は
使
い
に
く
い
構
造
（
バ
ッ
テ
リ
ー
方

式
）
で
あ
り
、
教
育
環
境
の
整
備
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
継

続
事
業
と
し
て
給
食
棟
お
よ
び
北
館
の

改
築
を
行
い
ま
す
。
26
年
度
は
昨
年
度

か
ら
引
き
続
き
給
食
棟
を
建
築
し
、
完

成
後
は
北
館
を
改
築
し
ま
す
。

教
育
相
談
事
業
【
子
ど
も
の
成
長
を

支
え
る
環
境
づ
く
り
】（
学
校
教
育
課
）

7
9
6
万
円

　ふえ
ふ
き
教
育
相
談
室
を
中
心
に
し

て
教
育
相
談
員
や
自
立
支
援
員
さ
ら
に

は
指
導
主
事
が
、
不
登
校
、
問
題
行
動

等
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
悩
み
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
形
態
は
、

電
話
や
来
室
に
よ
る
相
談
ば
か
り
で
な

く
、
小
中
学
校
や
各
御
家
庭
を
直
接
訪

問
す
る
等
、
き
め
細
か
い
対
応
で
、
悩

み
や
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
て
支
援

を
し
ま
す
。

小
中
学
校
市
費
負
担
教
職
員
配
置
事
業

【
子
ど
も
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
環

境
づ
く
り
】（
学
校
教
育
課
）

7
6
7
9
万
円

　小中
学
校
に
、
少
人
数
に
よ
る
指
導

を
行
い
確
か
な
学
力
の
定
着
を
図
る
た

め
に
、
市
費
に
よ
る
「
市
担
講
師
」
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
に

は
、
支
援
が
必
要
な
児
童
に
き
め
細
か

な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
に
「
学
校
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の

個
性
を
尊
重
す
る

学
校
づ
く
り

親
し
み
や
す
く
機
能
的
な

市
役
所
づ
く
り

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
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個
性
輝
く
人
々
が
育
ち
、

　
　
　
　
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　

　夢や
目
標
に
向
か
っ
て
、
生
き
る
力
、
学
ぶ
力
の
あ
る
子
ど
も
を
育
む
と
と
も
に
、
市
民
が
地
域
の
歴
史
・
風
土
を
知

り
、
ま
た
、
多
様
な
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し
む
中
で
、
自
ら
の
生
き
が
い
と
地
域
の
誇
り
が
培
わ
れ
る
ま
ち
を
つ

く
り
ま
す
。



【市制施行10年を記念した事業の実施】
（経営企画課）300万円

　平成26年10月12日で市制施行から10
年が経過し、節目の年となります。合併後
の10年を振り返るとともに、これからの笛
吹市のまちづくりの起点として、笛のコンサ
ート、未来座談会などを市制10周年記念
事業として計画しています。

【市制施行10年を記念した事業の実施】
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